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「幸
せ
さ
が
し
・幸
せ
づ
く
り
」

―

社
協

事
業

の
こ
理
解

と
会
費

の
お
願
い
―
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町
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
す
。

下
諏
訪
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
五
月
二
〇
日

（水
）
に
理
事
会
、
評
議
員
会
を
開
催
し
、
定
款
の

一
部
変
更
並
び
に
、

平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
実
行
で
き
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
、
県
社
協
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
岩
手

県
大
槌
町

ヘ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
パ
ッ
ク
に
よ
る
支
援
や
、
町
社
協
職
員
の
派
遣
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
義
援
金
や
義
援
物

資
の
募
集
な
ど
を
実
施
し
て
、　
一
年
を
通
し
て
栄
村
や
東
北
地
方
の
被
災
地
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

決
算
報
告
で
は
、
事
業
活
動
収
支
計
算
書
で
は
、
次
期
繰
越
活
動
収
支
差
額
が
六
千
三
百
六
十
九
万
四
百
八
十
円

（う
ち

当
期
活
動
収
支
差
額
　
四
百
八
十
二
万
三
千
九
十
四
円
増
）
と
な
り
、
順
調
に
運
営
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の

平成24年 5月 30日 の理事会 。評議員会で、平成

23年度の事業報告及び決算報告が承認されました。

ご
協
力
、
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
、
利
便
性
が
高
く
満
足
度
の
高
い
福
祉

の
更
な
る
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
健
全
運
営
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
下
諏

訪
町
の
高
齢
化
率
は
三
十
二
．
三
％

（五
月

一
日
現
在
）
で
、
町
内
会
に
よ

っ
て
は
五
十
％
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
の

一
人

暮
ら
し
を
は
じ
め
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
も
多
く
、
日
配
り
、
気
配
り
が
大

切
な
時
代
に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
と
し
て
、
福
祉
総
合
相
談
や
高
齢
者
、

障
害
者
福
祉
に
関
す
る
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
な
ど
、
様
々
な

事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
に
と

っ
て
よ
り
良
い
福
祉
を
模
索
し
な
が
ら
、

住
民
の
皆
様
に
寄
り
添

っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
年
も
、
町
民
の
皆
様
に
社
協
会
費
を
お
願
い
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

経
済
変
動
の
激
し
く
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
協
の
事
業
活
動
を

ご
理
解
項
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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勘定科目 当年度決算額 前年度決算額 増 減 備 考

事
業
活
動
収
支
の
部

収

　
入

寄附金収 入

経常経書補助金収入 9027000 11213000 2186000 下諏訪町

受託金収入 10143210 26591379 -16448169 下諏訪町

事業収入 4806,496 4′299,151 507,345
老人福祉センター入湯料 有償運送・生活応援サービス利用料

にこにこ昼食会・おかずさ一びす 。ひとり親家庭応援事業参加費
共同墓金配分金収 入 2449895
負IBttIIX入 0 156674

居宅介護料収入 63570125 85501709 -21931584

利用料収入 3833256 3094167 739089 障がい者自立支援事業介護報酬・ 町移動支援利用料障がい者自立支援事業利用者負担金

補助事業等収入 1.604129 0 1,604,129

雑収入 4383,003 916′ 771 3′466′232

共 同募金体 5」 整備 事業助成金

生活福祉資金事緒 他

老人福祉センター (ア ルミ缶・ コピー料・私用電話料 )

ボランティア′ヽス′ヽック活動助成金他

弓 当金戻 入 当金

国産補助令等馴 精市金取崩箱 779305 1224492 -445187 減価償却 (有償運送・訪間入浴車)年度処理分

事業活動収入計 (1) 121355724 155112520 -33756796

支

出

人件費支出 87560955 83717325 3843630 ll■員19名・,「常勤職員35名・退職給付金 (退職者3名) 県社協

事務費支出 ア′138′ 654 6,938′フ49 199′ 905
事務所家貫他経費・社会保険労務士・ 税理士・弁護士・司法書士報酬

職員福利厚生費・会費納入袋領収書等の印刷費等

事業費支出 22′ 494,258 31,246′ 201 ―&75i,943

老人福祉センター経費・弁護保陳シスアム保守・リース料・不り用料づき落とし手数料。一次予 1坊事業講帥

謝礼・会場借上他経費 (健康教室10会場。にこにこ昼食会13会場・みにでい。健康増進教室・けんこう男

勤・買い物バス事業バス借上他経費・ボランティン連絡協議会硼り他経費・ひとり親家庭応援事業 (年

6回実嗣・家族介護者交流事業 (年 6回実施)・有償運送′有償生活,志援サービス事業経費等
共 同墓金配分金事業薔

助成金支出 2′ i41′ 140 2,787,218 -646,078 各区 (10区, ・福祉晋及校 (町内 6校, ・障かい者団体・道族会・ 高齢者クラフ・ホランテイア国

体 (27団体)・ ふれあいいきいきサロン (8団体)41助 成金

負担金支出 28000 24700 3300 長野県社会福祉協議会等負担金

基金組入額 0 :0.000.000 -10.000.000

徴収不能箱

弓1当金繰入 1977291 7629553 -5652262 長野県社会福祉協議会退職積立弓l当 金

事業活動支出計 (2) 125862987 148798346 -22935359

事業清動収支差額 (3)=(1)(2) ‐
4′507.263 6′314.174 ‐10.821.437

事
業
活
動
外
収
支
の
部

収

　
入

会計単位間繰入金収入 8,499,000 6′ 810′ 348 1,688,652 地域包括支援センターより福祉相談事業会計

介護予防事業会計より在宅介護支援センター事業会計

経理区分間繰入金収ヌ 66738937 8771093 57967844
事業活動外収入計 141 ア6.080.294 17′ 071′ 292 59.009,002

支

出
雑損失 1000

事業活動外支出計 (5) 66749937 8771093 57978844
事業活動外収支差額 (6)=(4)(5) 9330357 8300199 1030158

4.823.094 14′ 614′ 373 -9′791′ 279

別
一

|その他の固定資産売却損・処殖
~

-8171
状
き |その他の特別損失 221071334

の 特別支出計 (9) 0 22i079505 ‐221079505
特別収支差額 (10)=(8)(9) 0 -221079505 221079505

4823,094

線
赳
茫
ヨ
収

支
差
額

の
部

前期繰越活動l12す斧額 (12)

当期末繰越活動収支差額 03)=(11)+(12) 2690480 67867386
その他の積立金積立額(17) 0 10000000
次期繰越活動収支差額

(18)=(13)+(14,― (15,+(16)― (17) 62,690′ 480 57.867′ 386 4′823′094

し

し

平成23年度 決算報告
一般会計 事業活動収支計算書      (単 位:円 )

下諏訪町地域包括支援センター特別会計 事業活動収支計算書
勘定科目 当年度決算額 前年度決算額 増 減 備 考

事
業
活
動
収
支
の
部

受託金収入 47′826.963 42.404′ 638 5,422,325
地域包橘支援 セ ンター

収 居宅介講料収入 9019320 8480320 介護予防プラン作成報酬 (包括・外部委託分 )

入
雑収入 7.000 400 6,600

引当金戻入 1.596.680 0 1′ 596′ 680 長野県社会福祉協議会退職給与引当金

支
　
出

人件 書寺

事務着斐出 2701490 2652253 49.237

事業費支出 18.650′ 909 14′ 529′ 660 4,121′249
介護予防プラン外部事業所委託料 (6事業所)。 二次予防事業委託料 (6事業所 )

包括支援システム リース料・講演会講師謝礼等

支出 35,000 長野県地域包措支援センター違絡協議会負担金

35′ 000

1当金繰 入

事業活動斐出計 (2) 49952.529 44′ 000′ 927 5.951.602

事業活動収支差額 13)=(1)‐ (2) 8497.434 6′ 884′ 431 1,613′ 003

事
業
活
動
外
収
支
の
部

受取不」息 配 当金収入 1′954

事業活動外収入計 (41 593470 591516

会計単位間繰入金支出 8492000 6′810,348 1,688,652
地域包括支援センターより高齢者福祉事業会計・地域包括支援センターより福祉相談事業会計

介護予防事業会計より在宅介護支援センター事業会計

【分間繰入金支出 591,904 0 591′ 904

経常収支差額 (7)=(3)十 /6) 0 7603ア -76037

特IHXバ 特万り収入●tt勒 0 0 0

獣裂 0 0 0

0

繰
越

活
動
収

支
菫
損

の
部

前期繰越活動収支差額 (12) 0 76.03フ

当期末4.I越活動収支差額 (i3)=01)+02) 0 0 0

次期繰越活動収支差額

18,=(13,+(141(15)+(16)(17) 0 0 0

社協だより20127H



各
〓

「社協会費」は、昭和51年に下諏訪

町社会福祉協議会が、任意の社会福祉

団体から、区長会や地域の様々な機関、

団体の推薦を受け、全住民参加型の福

祉の促進を目的に、社会福祉法人化い

たしました時に、全世帯に会員として

趣旨へのご賛同をお願いをしてきた経

過がございます。

又、平成 7年度の地域懇談会を経て、

現在の金額とさせていただきました。

金真が裳職 型 含    い協
(平成24年度の会費1,000円の使途予定です。)

湖畔の湯ふれあい 。いきいきサロン

法人運営事業
町内6つの学校と一緒に福祉教育の推
進で、将来を担う子供たちの「福祉の
こころ」を育みます。

広報「社協だより」で、福祉情報の提

供と、福祉の町づくりを啓発をします。

有償生活応援サービス事業
介護保険制度の中で、手の届かない部分、量的
に足りない、家事、介護や制度にないフトン乾
燥サービスなど制度の隙間をフォローします。

ボランティア活動推進事業
ボランティア講習会や、研修
会などで、ボランティアの育
成、団体支援。

地域の災害ボランティア育成。 201円

福祉相談事業
(老人福祉センター内)

日常生活での心配こと、法律や

介護、又、認矢□症や障がいをも
つた時の金銭管理など専門職が

相談にのります。

結婚相談日もあり意す。

おたがいさま

1,000円

ひとり親家庭応援事業
子育てを社会全体で支えていく
しくみづくり。交流事業などを

年間を通じて実施します。

高齢者福祉事業
小地域ささえあい活動。「ふれあい 。いき
いきサロン」「にこにこ昼食会」や各種イ
ベントで、介護予防に生きがい活動支援。

障がい者福祉事業

障がい者の社会参力□や、就労を支援します。

障がい者の福祉団体の支援。

圏国翼l社協だより20127



次のような事業に使われています。

ひ
と
り
親
に
と

っ
て
は
、
と
て
も
心
強

い
事
業
で
す
。
事
業
を
通
じ
て
知
り
合

っ
た
仲
間
で
、
子
育
て
の
悩
み
や
苦
労

を
、
助
け
合
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（参
加
者
の
声
）

）

皆様の会費は、

ひとり親家庭応援事業

保護者の皆さんの経済的負担の軽減や、子育ての不安や悩みを気軽に話せる場所作り

を目的に、年 5～ 6回交流会を行っていまう。

また、小学校入学及び中学校卒業時に、激励事業として、図書券をお贈 りしています。

社会福祉普及校指定事業

高齢者擬似体験

町内6つの小・中学校、高等学校の福祉教育の推進を支援して、児童、生徒が、様々

な福祉体験を通して社会福祉や地域への理解と関心を高め、福祉の心を育むことを目的

に実施しています。

スキー教室

み
ん
な
で
さ
さ
え
る

「地
域
の
子
育
て
」

社協だより20127瑕骰塚鱚



福祉啓発0啓蒙事業

町内で、「偉星人読んでるよ!!」 というお

声を聞かせていただき、本当に嬉しくな

ります。偉星人が住みやすい街…それは

きつとお年寄り、小さなお子さん…誰に

でも住みやすい町なんだと思います。そ

んな町を目指して、これからも連載して

いきたいと思います。

下諏訪町障害のある子を持つ親の会

月 1回、社協だよりを発行して、地域の皆様に下諏訪町の福祉やボランティア情報の

提供や、「下諏訪町障害のある子を持つ親の会」の皆さんにご協力をいただき、寄稿文

「知ってほしい わが愛しの偉星人」を連載しています。

障がい者就労支援事業0社会参加

社会福祉協議会から第 2こ の街学園に、タオル洗濯を業務委託 し、下諏訪町地域活動

支援センターに、赤い羽根共同募金の封筒詰め作業の業務委託をしています。また、老

人福祉センターの清掃業務もお願いしています。

その他、歳末に実施 しております街頭募金運動は、両施設の皆様にもご協力をいただ

いて実施 しています。

わ
か
ち
あ
い
・
た
す
け
あ
い
・
さ
さ
え
あ
い

タオル洗濯 歳末街頭募金運動

囃甕渕1社協だより20127



有償生活応援サービス事業

多様化する福祉の必要性に対して、よりきめ細やかなサービスを提供して、公的福祉
サービスを補完します。

具体的には、家事・介護援助、金銭管理・財産保全、ふとん乾燥、通所入浴などがあ

ります。

福祉総合相談室

福 祉 総 合 相 談
(日 常生活自立支援、

金銭管理・財産保全支援など)

結 婚 相 談

い
き
い
き
と
活
力
あ
る
毎
日
を
応
援

福祉総合相談事業

日常生活での心配こと、介護の

1悩み、認知症や障がいをもつた時

のお金の管理のことなど、なんで

もこ相談ください。

また、金・土曜日は結婚相談の

日になつています。

世間話だつていいですよ。ぜひ

お気軽にお立ち寄りください。

(下諏訪町老人福祉センター内)

毎週月曜日～金曜日 午前9時～午後5時
担 当 :ゴヒ原相談員

毎週金曜日・土曜日 午前10時～午後3時
担 当 :林相談員 山澤相談員

社協だより20127鰤



食の自立支援
…ところで、二人暮 らしの夫婦の片方が倒れた時、高

齢者が単身になった時、毎 日の生活でまず心配になる

のは食事をきちんととれるかどうかではないでしょう

か。食事は毎 日の楽 しみでもあり、心身の健康を支え

るものです。「楽 しい会食」で自立 した食生活を営み、

仲間づくりと孤独感の解消を!!

(ふれあい0にこにこ昼食会 |

昼食会 :老人福祉

センター

昼食会 :久保海道

サロン :山王閣

ふれあい・いきいきサロン(山 王閣)

1  昼食会 :東山田

サロン :老人福祉センター

ふれあい・にこにこ昼食会(東 山田公民館)

昼食会 :社東田I

サロン :老人福祉センター

ふれあい 。いきいきサロン(老人福祉センター)

社協だより 20127

昼食会 :平和館

サロン :児湯

昼食会 :高木

サロン :高木温泉

昼食会 :菅野町 大黒館

赤砂 清水町

サロン :大黒館 湖畔の湯

ふれあい。にこにこ昼食会(菅野町会館)

. 1  
昼食会 :下屋敷 萩倉

■  サロン :萩倉 他

とじこもり予防

〔ふれあい・いきいきサ [コ〕ノ
|

より近場で楽 しく。気軽に 。誰でもが参加できる「交流の場Jと

して開催 しています。運営は、各地区のボランティアさんのご協

力で、住民参加による支え合いの場づくりにもなっています。

昼食会 :星が丘 昼食会 :富部

サロン :富部

ふれあい 。にこにこ昼食会 (老人福祉センター) ふれあい 。いきいきサロン(遊泉ハウス児湯 )

ふれあい 。いきいきサロン(高木温泉)

ふれあい・にこにこ昼食会 (下屋敷公会所)

ふれあい・にこにこ昼食会 (星が丘公会所) ら、れあい・いきいきサロン(富 部公民館 )



ボランテイア活動推進事業

(ボランティア連絡協議会への協力 )

ボランティア連絡協議会は、ボランティアグルー

プ、サークル、個人ボランティア相互の連携を図

るとともに、社会福祉の向上、ボランティア活動

の推進に取 り組んでいます。

(下諏訪町災害救援ボランティアセンター設置事業
I

下諏訪町災害ボランティア連絡会、各地区災害ボ

ランティアの会、下諏訪町ボランティア連絡協議

会と連携 して、災害救援ボランティアセンター設

置訓練や研修会などで、災害ボランティアの育成

を行い、もしもの時の災害に備えています。

昨年度は、総合防災訓練と同会場で実施 しました。

〔
ピ鶴

昨年、倉l立20周年を迎えました。

私達、下諏訪町社会福祉協議会は、社協会費を

活用した独自事業、町からの委託事業などを通じ、

「地域福祉の向上」を目的に、住民の方々のこ

協力を頂きながら、活動をしています。

事業への参カロのこ希望や、お問い合わせ|よ、

丁EL 27-7396にお願いいたします。

社協だより20127‐


